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肚

會

の

編
.
絆

力

財

部

静

治

一

「
幕

府

以
來

の
名

家
、
固
よ

り
相
當

の
屋

あ
b

、
而
し

て
其

の
朝
飯

は
、
味

噌
汁

&
香

の
物

の
外
、
又

一
物
を
加

一
へ
ず

、
之

を
主
人

に
質

せ
ば
、
主
人

曰
く
、
我
も
飴

り

に
ま

つ
い
朝
飯

ε
は
思

へ
ε
、

古
楽
の
習
慣
今
更
致

方
も

な
し

ざ
」

巳
鳳
、
習
慣

に
就

き
、
正

岡
子
規

の
叙
説

せ

る
所

た
り

、
實

に
風
俗
、
・習
慣

は
、
個
人
及
肚
會

の
主
た

乃
編
絆
力

こ
し

て
、

そ

の
生
活

の
諸

方
面

に
於

て
、
重

大

の
働

を
な
す
ギ
.唯
現
時

の
諸
文

明
國
に
あ

り
て
は
、
前

代

叉
は
今

日

の
原
始
民
族
間

に
於

け

る
か
如

く

、
そ
の
力

偉
大
な
ち

さ

る
の
差

あ
り
、

(東
亜
経
済
郷
濟
研
究
第
三
巻
第
三

.

號
六
頁
以
下
参
照
)
詳
言

す
れ
ば

、
第
十

八
世

紀

の
偏
理
啓

蒙

思
想
及
學
問
勃

興
せ

る
當
時

、

そ

の
新
籖

運
は

、
民
衆

を
喜
憂
な
ら

し
む

へ
し
ご
の
、
戚

想
及
信
念

行

は
れ

し

も
、
人
類
文
化
活
動

の
あ
ら

ゆ

る
範

國

に

つ
き
、
偏
理
及

學

問

の
必

要
を
告

げ
、
選
翠
人
被
選
華
人

に
つ
き
て
も

、
各

種
職
業

に

つ
き
て
も

、
之

を
饑

き
難
き

こ
ご

、
な
め

し

、
現
代

に
あ

り
て

は
、
恰

も
こ

の
聖
遷

そ

の
も

の

、
た
め
に
、
不
頁

の
人

、
不
頁

の
公
民

を
生
せ
し

め
、
肚

會

の
羈
絆

力

は
之

に
及
は
す
、
そ
の
秩
序

は
な

め
に
、
地
腹

す

る
に
至

ら
さ
る
や
を
、
憂

へ
し

む
る
も

の
あ

る
に
至
れ

り
。

か
く

て
人
我

は
、
倫

理
及
學
問

の
な

め
に
、
各
個

入
は
威
力

、
及
團
膣
生

活

の
あ

ら
ゆ

る
拘
束
よ
り

解
か

る

論

説

肚
會
の
覇
絆
方

.

第
九
巻

(第
五
號

「五
》

六
二
九



、

、

論

説

肚
會

の
驕
絆
力

`
第
九
巻

(第
五
號

=
ハ
)

六
三
〇

へ
く
・
偏
理
的
思
惟
の
結
果
咲

あ
ら
ゆ
る
現
存
事
物

の
破
滅
及
分
解
な
る

へ
き
を
、
慮
る
淀

至
り
、
馨

に

も
偏
理
及
學
問

に
封
ず
る
、
不
信
を
懐
く
に
至
れ
り
。
藪
に
於
て
か
、
由
來
国
家
及
肚
會
を
、
維
持
せ
し
め
た
る

肚
會
農

耕
力
は
・
果

し
て
何
に
レ
て
、
そ
の
力
は
如
何
な
る
程
度
に
及
ひ
得
.へ
き
、
世

の
秩
序
維
持
の
な
め
、

頼

み
蓬
せ
ら
れ
し
て
の
力
は
、
今
日
術
そ
の
威
力
充
分
に
し
て
、
今
人

の
た
め
に
も
指
導
力
π
り
得

る
か
塙
世
界

交
通
及
自
然
科
學
の
時
代
に
於
て
、

一
切

の
人
々
を
永
続
的
に
、
.信
仰
的
制
裁
及
拘
束
に
よ
り
、
縛

る
を
得

へ
き

か
・
自
ら
問
題
な
り
、
假
令
は
今
日

の
時
勢
に
あ
り
て
は
、
農
民
を
も
新
脛
濟
事
情
に
適
慮
せ
.し
む
る
な
め
、
之

に
謝
し
て
も
亦
、
精
沸
的
啓
酸
、
實
力
、
企
業
精
憩
及
責
任
観
念
を
求
む

る
は
、
大
に
意
義
あ
り
ご
雄
も
、
回
し

.

農
民
か
、
悉
仁
時
代

の
任
務
及
輓
近
経
済
経
管
に
閲
す
る
理
解
を
有
し
つ
、
、
成
人
し
な
り
ε
は
な
し
兼

澱
る
か

如
き
、
宗
激
家

の
指
導

の
下

に
、
引
留
め
ら
れ
得

へ
き
こ
ε
を
、
期
待
し
得

へ
き
か
、
佛
激
徒

の
眞

面
目
な
る
碑

面究
も
、
通
俗
化

さ
れ
、
興
味
あ
b
又
歓
迎

さ
れ
つ
、
あ
る
「
佛
様

の
戸
籍
調

へ
」
(醍
醐
文
學
士
置

の
如
き
著
書
を
生

み
し
現
代
に
於
て
、
地
藏
盆
の
祭
禮
そ
の
他
、
宗
激
家
の
風
化
に
負
ふ
所
多
き
、
諸
肚
會
慣
習
に
よ
り
、
現
代
青

年
児
女

の
將
來
を
、
何
時
迄
か
編
絆

し
得

へ
き
。
本
編
は
實
に
短
艇

の
疑
周
に
付
、

一
般
的
研
究
に
就
か
ん

ご
し

て
、
先
つ
成
り
し
淺
渾
天
蕪
雑
な
る

一
試

み
な
b
、
特
に

一
講
演

の
材
料

ご
し
て
、
考
案
中

に
厨

せ
し
を
、
本
誌

編
輯
上

の
都
合
に
よ
り
、
倉
皇
丈
に
成
せ
る
を
以
て
、
生
硬
の
嫌
ひ
多
か
る

へ
き
を
期
す
、
若
し
夫
れ
思
索
上

の

重
大
誤
謬
あ
ら
は
、
研
究
を
積
み
て
、
後
日
是
正
す
る
所
あ
る
へ
し
。



二

動
物
界

に
あ
り
て
は
、
そ
の
遺
徳
的
資
質
こ
し
て
の
本
能

に
制
せ
ら
れ
、
同
類
の
生
存
條
件
を
充
π
す

へ
き
も
、

人
類
界

に
あ
ワ
て
は
、
生
得
せ
ゐ
本
能
の
・刀
は
、
最
早
全
能
π
ら
す
、
そ
の
以
上
に
又
そ
れ
ピ
共

に
、
風
俗
は
各

個
入
を
、
笙

に
同
種
族
團
鬱

鬱

、
盟
慣
的
(無
意
識
)
に
團
墓

禮

の
幸
輻
養

せ
し
む
る
の
・
重
要
機
能

を
鑑

す
、
而

し
て
風
俗

習
慣

は
、
本
能

の
近

親

な
b

こ

も
謂

ひ
得

へ
く
、
唯
後
者

か
天

賦
な

る
に
反

し
、
個
人

の

生
存
中

に
養

依
る

・
の
差

あ
り

、
又
本
能

は
大
部

分
動

物
界

を
宿

せ
る
、
自
然
條
件

の
如
何

に
よ
b

、
形
成

せ
ら

る

、
も
、

風
俗
僧
慣

は
是
等

の
條
件

に
順

怨

す
る
ε
共

に
、
特

に
進
歩

せ

る
滋

會

に
あ

り
て

は
、
そ

の
批

會
事
情

に
よ

肛
馴
致

せ
ら

る

へ
も

の
多

し
、
回

し
事
情

の
下
に

住

む
限
り
、
人

は
回
し
習
慣

、
回

し
順
雁
方

法
を
獲
達

せ

し
む

へ
し

、
天
人

の
牲
相
似

な
か
、
本
能

的
煩
慮

注
も

回
し
く

、
そ

の

一
結

果

ε
し
て
生
す

へ
き

、
共
同

生
活
も

.同

風
な

る
.へ
き
事
實

を
想

へ
は
、
人

々
の
育
成

せ
ら

る

＼
家

は
異

る
も
、

そ
の
間
人

な

る

一
致

を
窺

は
し

む

へ
き

を
知

る

へ
し

、
か
く
て
人

か
共
同
生
活

を
遂

げ

つ
、
、

世

に
廃

す

る
の
途

は
、
主

ざ
レ

て

}
型

に
出

て
、
從

ひ
て

父

風
習
を
生

せ
し
む
。

風
俗

、
習
慣

は
、
共

に
不
文

の
法
律
叉

は
傳

習
を
指

す
も

、之

を
匠

別

し
て
使
用

す

る
場
合
、
フ

ル

ユ
ー
グ

ル
の

増
訂
凋
英
辞

書
に
も

G∩
騨
。
を
英

鐸
し
、
個
人

の
生
活

慣

習
を
意
味

す

る
も

の
ε
し

て
は
、
習
慣

掴
pげ
潔

た
軌

、

ナ
　
ノ
ハ
シ

公
衆
の
流
俗
を
意
味
す
る
も
の
診

て
は
、
風
俗

9
・著

た
り
喜

る
か
如
く
・
自
ら
差
違
を
付
し
得

へ
き
も

諦

観

社
倉

の
蠣
絆
力

」

第
九
巻

〔第
五
號

}
七
γ

六
三

…

「

旨
.

」
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恥
肚
曾
の
編
縛
方

策
九
巻

(第
五
號

一
入
)

六
三
二

普

通

の
用
例

に
あ
り

て
は
、

二
者
曖

昧

に
使
用

せ
ら
る

」
の
み
な
ら

す
、
各

風
俗
は
多
少

の
習
慣

に
初
裏
れ

り
ε

謂
ふ
べ

く

、
二
者

共
に

一
種

の
晴
力

、
・抵

抗
力

を
為

せ

り
、
.人

々
は

か
¢
て

一
筋
途

に
.、
荷

安

の
燃
態

を
保

ち
、

或

は
同
風

菰
る
運
動

を
綾

け
、
唯
彼

等

に
迫

れ

る
特
殊

の
力
あ

り
、

之
に
促

さ
れ

て
そ

の
歌
態
を
攣

す
る
際

、
之

に
悖

る
の
み
、
而
し

て
諸
行

動
か
、
自
然

的
叉

は
生

理
的

法
則

の
必
至

に
よ
り
、
決

行

せ
ら
る

、
…場
合

.
習
慣
叉

は
風
俗
に

よ
り
爲
さ

る
と
呼

は
れ

す
、
蓋
し

後

の
こ
者

は

一
層
鮮
明

に
、
.人
々

の
恣
意

に
よ

り
、
攣
更

さ
れ
得

ヘ

ア

マ

ザ

刀

ル

ヒ

ナ

ニ

イ

ツ

ー・

セ

ス

マ

L

ツ

リ
.

ミ

ヤ

コ

ノ

Q

O

O

ワ

き
、
諸
行
動
に
限
ち
る
れ
は
な
り
、
阿
鷹
肚
迦
留
、
比
奈
爾
伊
都
等
世
、
周
耽
比
都
郡
、
芙
夜
散
鮨
提
夫
利
、
和

テ

プ

リ

趾
謬

躰

釈

(蘂

馨

・
五
・
激

へ
る
か
和
文

邉
ろ
ひ
行
く
か
・
風
俗

・
習
慣
な
り
・
印
ち
知

る
・
二
語
は

自
然

に

つ
き
て
使

肝

さ
れ
す
、
第
二

の
自
然

に

つ
き

て
使
用

さ
る
、
脅

ひ
性

ご
成

れ

る
も

の
、
乃

ち
之

な

る
を
。

人
間
界

に
あ
り
て
は

、
他

の
動
物
問

に
於
け

る
よ
り

も

、
習
慣

を
化

し

て
風
俗

巴
な
†
も

の
夥
し

く
、
そ

の
聞

砒
會
的
機
能

は
肚

會
的
構
造

を
生
せ
し

む
、
而

し
て
艇

去

の
知
識

は
保
存

せ
ら

る
、
か
く
て
個

食
は
科
學
的
獲
見

及
機
械
的
獲

明

の
場
合

に
あ
り

て
は

、
學
看

の

一
代
は

、
前
代

の
遺

し
お
き
た

る
黙

よ
り
ゐ
出
鞍

し
始

め
、
叉

そ
の

初

め
、
意

識
的
努
力

及
有
意

の
熟
慮
行

欝
血
り
し
も

の
を

、
習
慣

及
風
俗

に
移

ら
し
む
、
世

に
は
「
習

は
ね
ざ
馴

る

、

れ
ば
露

に
色
葉
か

な
」
(溢
二
鋤
.ε
す

へ
き

も

の
あ

る
と
共

に
、
一
面

に
於

て
は
、
貴
著

に
よ
り
熟
…達

を
生

む
噂
話
∩賦
6
0

日
卑
2

℃
卑
3
9

ε
す

へ
き

こ

ご
、
熟
練

を
要

す

る

一
能
業

、
詳

言

す
れ

は
殆

ん

ε

一
切

の
産
業

に
於

け

る
、
肝
要

僚
件

な
り
、
而
し

て
そ

の
熱

線

か
、
敏

ゆ

る
こ
ε
に
よ

り
傳

授

さ
れ
得

へ
く
、
各

個
人

に
よ

り
、
助
援
な

く
自
得

'



●

酌

に
習
得
せ

ら
る

、
の
要
な
き

に
至
ら
は
、
そ

の
熟

達

の
標

準
は
愈

如
高

ま

る

へ
し

、
鳶

業
勃
興

の
気
運

あ

る
國

に
ご
り
、
熟

練
職

工
の
み
な
ら
す

、
學
.ひ

の
道
宜

し
き

を
得

つ
V

、
學

へ
る
勢
働
者
を

以
て
、
大

ミ
タ
カ

う
ご
す

へ
き
所

以
は
藪

に
あ

り
、
而

し
て
習
ひ
に
よ
り
熟
練

を
養

は
ん

こ
ず

る
に
當

り
、
自

ら
各
個

人

の
性
向
及
通
庭

を

商
量

す

る
は
、
必
要

叉
有
益

な
り

、
な
く

て
七
癖
あ

り
て
四
十
八
癖

あ
り
、
各

々
能
あ

り
不

能
あ

る
か
人
な
り
、

人

に
よ
り

て
は

、
生

れ
な
が

ら
道

具
を
用

み
る
に
.長

ず

る
あ

り
、
或

は
そ

の
両
手

よ
り
も
、
眼
叉
は

、
聲

を

一
層

良
好

に
使
用
し
得

へ
き
人
あ

り
、

か
"

て
人
々
を
し

て

濁
そ

の
好

め
る
所

長
す

る
所

に
鷹

は
し

む
る
場

合
、
習
慣

は
最

も
迅
蓮

に
達

せ
ら
れ
得

へ
し

、
隊
洲

掛
倒
階

級

民

の
現
状

に
、あ
り
て

は
↓
子

は
原
則

ご
し
て
、

そ

の
父
ご
同

業

に
育

て
上
げ

ら
る

、
も
、
新

鞍

明
に
よ
り

一
業

に
惹
起

さ

る
」
、
攣
化

も
頻
繁

な
る
か
た

め
に
、
.右

の
如

き
實

タ
ク
ミ

習

に
よ

る
も
、
印
度

に
.於

け

る
か
如
き
階
級

、
叉
は
昔

時

に
於

け

る
飛
騨

の
工

の
如

さ
、
地
方
的
執
…練
専
業
者

を
、

生

せ
し
む

る
こ
`
な
し
、
而
も
亦

現
時

の
文
明
國

に
あ
ゲ

て
も
、
特

に
農
村

に
あ
り

て
は

、
風
俗

の
力
持
あ

り
て
、

新
獲

明
否

一
般

に
新

規

の
事
業

に
謝

し
て
、
永

き
抵

.抗

を
加

へ
、
脛

濟

の
獲

達
を
阻
害

す

る
こ
ε
あ

り

こ
す
、
「
房

州

上
総

の
南

、
海
手

の
山
畑

に
、
蜜
柑

を
植

へ
、
.田

に
は
土
佐

の
國

の
如

く

、
二
度
稻

を
植

、
だ

ら
ん
に
は
、
是

叉
大

い
な

る
国
益

な
ら

ん

ご
、

年
來

思

へ
こ
も
、

其
所

の
人
は

、

地

力

を
誰

し
だ

る
心

持

に
て
、

別

に
利

か
紀

は
な
き
も

の
ε
極

め
る

る
な
り
」
(天
保
+
五
年
乃
ち
西
暦

一
八
四
四
年
完
成
ぜ
ろ
、
大
藏
永
常
述
廣
盆
国
産
考
巻

】審
照
)ε
山南
ふ
か

如

く
、
よ
き
も
悪

し
き
も
、
凡

て
新

規
な
る

こ
ご
に
抵

抗

し
、
因
循

姑

息
そ

の
俗
を
成

す

の
例

は
、
今
日

の
農
村

肱

凱㎜

脱

出肌
會
の'羈
絆
山刀

枯卯九
巻

(第
五
號

一
九
∀

山ハ
「二
一ご

、
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論

説

肚
會
の
蒲
絆
力

第
九
巻

(第
五
號

二
9
.

六
三
四

會

に
も
拶

か
ら
す
。

.

分
配

に
關

す

る
経

済
複
雑

の
關
係

に
あ

紅
て

は
、
.風
俗

は
そ

の
他

の
範

國

に
於
け

る
ぐ」
同
様
、
之

に
よ

り
拘
束

せ
ら
る

、
人

身
の
穴

め
、
強
味

允

る
ε
共

に
、
弱
味

あ

る

へ
し

、
進

歩

を
助

一
る

の

一
武

器

た
る
こ
ご
あ

る
ご
共

に
、

一
の
障
碍

拠
り
得

へ
し

、
慣
習
的

賃
銀
率

は
、
甚

だ
低

く
低
落

も

せ
さ
れ

ざ
、

公
開
労

働
市
場

の
競
争

に
よ

り
湘
定
ま

る
か
如

き
牽

程

に
、
高

く
も

上

ら
さ
る
こ

巴
あ

る

へ
し
、
慣

習
的

地
代

、
慣

習
的
物

償
に

っ
き
て
見

る
も

亦

同
様

な
り
、
常

に
仕

佛
は
れ

拠

る
も

の
は
、
そ

の
慣
行

に
よ
り
、
鮮

明

な
る

一
存

立
理
由

を
肢

む
、
支
彿

の
時
及

仕
方

も
便
宜

の
意
識
的
尊
重

に
よ

る
よ
b

も
、
圭

こ
し

て
慣

習

に
よ

り
て

決
せ
ら

る
、
賃

銀
か

「
時
的
原

因

に
よ

り

、
引

上
け
ら
れ
だ

る
際

、
そ

の
勢
働

者

の
生
活
標
準

か
、
永
遠
的

に
高
ま

る
こ
ご
あ

る

へ
し
ε

の
意

義

に
よ
b

、

そ

の
賃

銀
は
慣

習

に
よ

り
維
持

さ

る
ご
な
し
得

へ
き
も
、
此
結
果

は
勢
働

者
間

に
於

て
、

　
形
式

の
協
同

行
動
を

見

る
こ
ご
な
く
ん
は

、殆

ん

・し
確
保

さ
れ
宋

版

へ
し

、
協

同

は
評
論

こ
白
猿
的
行

動

ご
を
意
味

す
、
而

し
て
慣
習

を

し
て
弱
味
あ
ら

し
め
す

し
て
、
一
の
彊
味
た

ら
し
む

る
た

め
に
は

、
之

あ

る
は
必
要

な

る

一
助

援

た
る
に
似

た
め
。

人

々
は
そ

の
漱
育

に
比
例

し
て

、
慣

習

よ
り
繹
放

さ
る
嬉
は
、

一
面
に
於

て
議

し
得

へ
き
所

に
し

て
、
時
勢

の

攣
.邉

に
件

へ
る
同

一
過

程
は
、
吾
人

も
後
段

に
説

か
ん

こ
す

る
斯

R

り
、
さ
れ

ε
之

あ

る
か
た

め
に
、
現

文
明

の

下
慣
習

は
、
そ

の
跡

を
絶

つ

へ
し

と
労

ふ
る
は
、曲

事

な
り
ガ

試

み

に
想

へ
、人

々
は
激
育

を
受
く

る
も

、
流

行

の

影
響

は
発
か
れ

さ
る
所

な
れ

ご
、
そ

の
流

行
は
慣
習

の

一
形
式

に
外

な
ら
す
.
而

し
て
そ

の
範
園

に
あ

り
て
は
不

㌦

O



交

法

の
放
肆

あ

る
や

、
掩

ふ

へ
か

ら
す
、
そ

の
關
係

車
頭

は
、
粧

確

な
る
功
利

的
勘

定

の
.
外

に
あ
り

ε
想
像

せ

ら

る
、

か
く

て
流
行

は
屡

々
人

々

の
食

ひ
又
着

る

へ
き

も

の
を
決
定

す
る

の
み

な
ら
す
、
何
庭

に
買

ふ

へ
き
か

を

決

b
、
叉
或
程
度
迄

は
何

を
柳

ふ

へ
き
か

を
決

す
、
成

金

の
飴
光

否
醗

弊

に
や
あ
ら
ん
、
可
笑

し
き
事
な

か
ら
、

筍

く
も
誓
書
骨
董

に
し

て
彼
等
問

に
、
費
り
買

ひ

さ

る

、
程

の
物

、
百
圓
璽

に

て
は
商
談
成

ら
す
、
千
圓
萬

圓
塁

を

唱

へ
て
、
容

易
に
成

る
か
如

き
も
、
浮
魚

な

る

}
流
行

の
氣
儘

な
り
。

}
商
賈

の
得
意
關
…係
は
叉

、

一
の
慣

習

な
り

、
そ

の
事
業
を
利
益

あ

る
然
迄

、
獲

展

せ
し
め

起

る
企
業
家

は
、
之

か
な

め
に
そ

の
儲

け
に
付

、

一
程
度

の

永
遠
性

を
俘

は
し

め
得

へ
く

、

一
商
人

は
屡
著

し

き
程
度
迄

、
定

ま
れ

る
顧
客

連

の
愛
顧

に
依
賦

す
、
而
し

て
そ

の
得

意
關
係

は

、
大

都
分
買

手

か
意
識
的

損
得

打
算

ε
、
選
繹

ε
を

な
さ
す
し
て
、
寧
ろ
習
慣

に
よ
ヴ
、
著

し
く

左
右

せ

ら
る

、
の
事
實

に
基

づ
け

る
、
経
済
的

惰
力

に
蹄

す

へ
し

、
さ
れ

・し
幾

多

の
小
取
引

に
あ
り

て
は
、
顧
客

ε
し
て
、

常

に
最
低
代
償

に
よ
り

買
は
ん

`
試

み

る
だ
き
は

、

そ

の
利
益

に
不
釣
合

蹴
る
時
及
勢
力

の
、

費

へ

を
惹
起

す
ご

ε
あ

る

べ
し
、
か

く
て
叉
時
あ

b

て
は

、
引
続

き
特

定
商
店

を
愛

顧

ず
る
關

係

ε
、
顧
客

か
信
頼

償

直

あ

り

と
す
る

に
至
り

し
、
特

定
商
品

の
持
続

的
購

入

ε
を
、
見

る
に
至

り
し

事
由

.
習
慣

の
影

響

に
よ

ら
す
し

て

、
合
理
的

事
由

あ
り

ご
す

へ
き

こ
£
あ

り
、
而
も

亦

一
般

論

こ
し

て
、
活

躍
せ

る
商
界

に
あ
過

て
は
馬
慣
習

に

っ
き

㎜
極
端
よ

り
-、
他

の
極
端

に
趨

る

の
傾
向

あ

り

、
そ

の
問

質

の
問
題

を
相

當

に
問

は
す
し

て
、
代

償

の
み

に

よ

り
測

れ

る
、
低
廉

を
重
ん

ず
ご

す

へ
き
も

の
あ

る
に
似

π
り
、
而
し
で
鐵
道

、
蹴

信
、
購

買
組

合

の
如

き
輓
近

論

説

瀧
曾
の
編
絆
力
.
.
.

第
九
巻

(第
五
號
.
「
二
ご

山ハ三
五

、

」.



.

ピ

、

論

説

祀
會
の
羇
絆
力

第
九
巻

(第
五
漉

二
二
)

六
三
六

改

頁
は
、
慣

習
を
打
破

し
、
小
賞
値

に

つ
き
て
も
、

大

凡
そ

の

一
致
を
惹
起

す

る
に

預
り

て
力
あ
り
き
、
卸
市
場

に
あ
り

て
は
、

貸
手

も
買
手
も

、
そ
の
商
業
土

の
利

益

を
見

ム
に
敏

な
れ
侭
、
慣
習

の
力

は
小
室
取
引

に
於

け

る

よ

り
も
、
微
力

な
る

一
因
子

な
b

、
さ
れ

ε
株

式
市

場

そ

の
他

に
あ
り

て
は
、
侮

一
因
干
た
b

、

一
般

に
取
引

の

諸
僚

件

に
つ
き

て
は

、
そ
の
値
段
叉

は
利
潤

に
於

け

る

ε
異

り
、
慣
習

は

一
因

子
を

な
す
の
み
な

ら
す
も

主
要

の

一
因
子
た
り
、
蓋

し
商

法
典

か
主

ご
し

て
、
外
国

法

の
参
考

、
模
倣

に
よ

り
て
編
纂

さ
れ

す
、
自

然

の
畿
藩

に
促

さ
れ

て
、
成
丈

法

ご
な
れ

る
も

の
に
あ

り
て
は

、
そ

の
法
規

は
商
人

の
習
慣

に
、
国

家
か
法
律
上

の
妓
果

を
與

へ

六

る
も

の
に
過

ぎ
す
、
或
意

味
よ
り

せ
ん

か
、
殆

ん

ε

一
切

の
成

女
法
は
、
確

立
せ
ら
れ
、
鞏
固

ご
さ
れ

拠

る
慣

習

た
り

、
か
く

て
叉
嵌
合

は
工
場

法

に
於
け

る

か
如

く

、
之

を
徴

せ
さ
る
少
数
者

に
迫
り
得

へ
く

、
刑
罰

に
よ
り

之
を
拘
束

し
得

へ
き

こ
ご

、
な
る
o

歌

治
史
上

に
あ
り

て
は
、
慣
習

の
力

に
關

す
る
幾

多
實
例
あ
り

、
賢

明

な
る
政
治
家

は
、
絶

対
的

に
新

授

な
る

新

策
を
探

ら
す

し
て
、
古

き
慣

習

の
所
産

た
b

、
少

く

と
も
そ

の
親
あ

る
も

の
に
、
出

つ
る

こ
域
多

し
、
百

事
維

、

新

の
際
に
於
け
る
諸
施
設
も
、

一
新
施
設
允
ら
す
し
て
、
古
き
施
設

へ
の

一
復
古
た
る
か
如
き
こ
ご
…砂
か
ら
す
、

熟
慮

一
政
夏
を
宿
る
、
際
、
恒
に
因
襲

を
打
破
す
る
か
如
き
も
、
慣
轡
ε
熟
慮
ピ
は
、
必
ず
相
容
れ
す
と
す
る
を

得

す
、
前
者
は
そ
れ
自
身
惰
性
な
る
も
、
後
者
そ
れ
自
燈
に
は
實
膿
球
し
、
そ
の
産
物
は

一
時
の
所
産
た
る
こ
ご
、

記
憶
及
歴
史
を
不
要

な
ち
し
め
、
無
援

の
濁
創
的
研
究
に
依
照
す
へ
き
、畢
問

ご
同
様
な
り
、韓
退
之
は
そ
の
皇
帝

・
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F

か
佛
骨
を
迎

へ
、
佛
を
信
せ
し
め
ん
ε
す
る
を
以
て
、
風
を
傷
り
俗

を
敗
る
ε
な
レ
、
熟
慮
　衣
を
奏
し
て
以
聞
ぴ

守

壺

も
、
そ
.の
論
旨
は
自

ら
、
婁

の
治
を
謳
歌

す
る
の
、
支
那
葦

養

味

の
思
潮
に
出
て
す
・
特

髪

経
済
上

の
事
項
に
あ
り

て
は

、
熟
慮

考
察

ご
損
得
勘

定

・し
を
、
環

ら
す
に

つ
き

で
は
、
必

然
あ

ら
ゆ
る
慣

習
及
慣
.

脅

的
施

設

を
、
挽

割

に
よ

り
皺

め
す

べ
き

も
、
新

秩
序

は
何
れ
も

、
奮

秩
序

の
諸
材
料

よ
り
打
立

て
ら
る

へ
く
、

更

に
慣
脅
的

ご
な

る
こ

ビ
に
よ
b

て

の
み
永
遠

な

る
を

得

へ
し
。

O

.

三

前

に
引
用
せ
る
古
歌
中
.
「
都

の
手
振
り
」
ご
言

へ
る
は
、
国
民
生
活

一
定
の
程
度
に
獲
達
せ
る
所
、
自
ら
風
俗

に
都
鄙
風

の
別
を
生
す
る
ピ
共
に
、
階
級
習
俗
を
生
む
の
事
貿
を
暗
示
せ
り
、
而
し
て
そ

の
階
級
習
俗
は
特
に
貴

族

の
間
に
、
温
雅
に
し
て
嚴
格
な
る
榮
碁
戚
念
を
益
せ
し
め
、
そ
の
威
念

の
な
め
に
、
先

っ
個
人
並

匠
そ

の
階
級

仲
間

の
暴
動
を
、
公
卿
風
武
土
風
と
い
ふ
か
如
き
も
の
に
規
律
せ
し
め
、
か
く
て
諸
下
層
階
級
民

の
投
め
に
模
範

ε
な
る
、
乃
ち
貴
族

の
行

へ
る
所
.
叉
そ
の
互
に
交
際
振
り
は
、
優
美
に
し
て
文
正
當
な
る
、
生
存
振
b
の
手
本

ε
せ
ら
れ
、
そ
の
階
級
習
俗
の
な
必
に
、
貴
族
没
落
の
際
に
も
亦
、
そ
の
貴
族
を
し
て
、
外
窺
上
特
殊

の
風
采
備

は
る
を
得
せ
し
む
.
中
世

の
特
権
仲
間
組
合
に
分
起
れ
だ
る
市
民
階
級
に
よ
り
て
は
、
同
業
風
及
階
級
習
俗
は
、

無
限
の
意
義
を
有
し
た
り
、
乃
ち
彼
等
の
問
に
は
、
眞

の
市
民
的
威
信
に
關
す
る
観
念
と
し
て
、
弘
《
承
認
せ
ら

れ
、
之
を
踏
み
外
す
を
許
さ
さ
b
し
も
の
あ
り
、
厳
格
な

る
家
庭
的
訓
練
一
次
い
て
同
業
者
及
組
合
の
因
襲
的
規

.

U

論

説

祉
禽

羈
絆
力

r

第
九
巻

〔第
五
號

ご
=
一)

六
三
七

r

「

、



・

.

講

読

瀧
會
の
漏
綿
カ

ー

第
九
巻

(第
五
號

二
四
γ

六
一二
八

則

は
、
市
民

の
生
存

及
行
動

に
、
輩
固

な
る
撮

り
所

ご
、
重

ん
ず

へ
き
確

實

ε
を
授

け
虎
ヶ
、
農
民
階
級

も
亦

、
.

そ

の
家
事
上
経
済

上

の
行
動
上

、
動

か
す

へ
か
ら
さ

る
習
慣

、
及

種
々

の
昇
級

に
分
た

れ
起

る
、
厳
格

の
階

級
習

俗

の
な
め
、
代

々
掣
肘

せ
ら
れ
た
め
、
當
恥

の
塗
脱
會

は
、

か
か
る
仕
残

に
よ

リ
ガ
鞏

固

に
規
律

せ
ら
れ
結
束

さ

れ

捉
り

、

風
俗

は
か
く
神

聖
視

さ
れ

し

の
み
な
ら
季

、

そ

の
蹄

叉
階

級
仲
間

及
隣
人

の
褒
肥

に
よ
り

、
之

か
.曾

重

シ
ガ
ラ

ミ

ブ
ソ
ド

シ

を
個
人
に
迫
り
し
ょ
り
、
個
人
は
之
を
怖
れ
、
義
理

の

柵

耽
れ
難
く
、
「
義
理
ご

揮

か
か
さ
れ
」
さ
る
の
想
あ

ら
し
め
、
か
く
て
無
覊
束
な
る
自
由
の
人
、
叉
は
善
悪
の
境
を
脱
属
せ
る
、
「
超
人
」
こ
し
て
行
動
し
、
狭
く
叉
は

廣

き
團
艦

に
封

ず
る
、
義
務
を
犯
す
か
如
き
は
、
何
人
も
想
ひ
及
は
ざ
る
所
た
り
き
。

国
襲

の
国
風
及
階
級
習
俗
鳳
、
今
日
も
街
可
な
り
有
力

に
し
て
、
丑
日
塒
に
於
け
る
と
回
し
程
度

に
、
胤
會
的
羈

絆
力

と
な

ヶ
、
叉
個
人
行
動

の
規
矩
た
る
に
足
る
か
。

現
時
の
経
済
生
活
砒
會
生
活
に
あ
り
て
は
、
深
就
な
る
三
愛
化
絶
え
争
行
は
れ
、
依
り
て
風
俗
の
力
を
弛
緩
な

ち
・
薫

り
・
畿

器

・
　

引
起
さ
れ
・
一
八
四
八
年
の
蕩

・
・
轡

殆
ん
晃

金

鷹

・
れ
だ
垂

階
級
制
度

の
徹
磨
は
そ
の

一
な
り
、
ル
ツ
ソ
ー
肚
曾
契
約
論
の
眼
目
は
、
風
俗
及
因
襲

に
.束
縛
さ
れ
し
人
々
に
、
自

由

ε
な
.り
自
由

の
果
實

を
享
樂

下
る
の
途

を
、
畳
ら
し
む
る
に
あ
り
き
、
爾
来
自
由
主
義
て
ふ
名
義

の
不
起
、
解

せ
ら
る
』
肚
拾
主
砒
會
上

の
諸
運
動
は
、
諸
階
級
聞
及
諸
職
業
間
に
於
け
る
、
阻
碍
的
抑
歴
的
障
蟹
を
撤
去
し
肚

會
を
自
由
季
等
な
る
人
格
者
に
分
解
せ
し
む
る
こ
ε
を
志
し
た
り
。
そ
の
分
解
は
然
々
達
せ
膨
れ
ん
達
し
つ
、
あ

舳
.
.

■



.

自

る
も
、

一
面
躬
自

ら
自
裁

し
得

へ
く
、
又
常

に
肚
會

全
艦

に
劃
t

る
自

己

の
義

務

に
留
意

す

へ
き
人
格

の
啓
獲

は

等

閑
に
付

せ
ら
れ
な

る
の
概
あ
り
、
街
障
壁
破

ら
る

、
や
、
自
由
市

民

は
盲
目
的
躁

急

に
よ

り
、
勅
質

的

に
流

れ

走

る
螢

利
生
涯

及
享
樂
雄
涯

に
向

ひ
て
突
進
し

、
「
義

理
張

る
よ
り
頬

張

れ
」
矢
阪
の
諺
)
こ
す

る

の
状
あ

る
も
、

分

別
あ
り
堪
能

な

る
人
格

の
啓
嚢

に
、
心

を
窪

く

へ
き

こ
ご
を
怠
り
、
古

來

の
歴

史
上

、
民
主
的

團
艦

は
か

、
る
啓

獲

な
く
ん

は
、
昌

へ
得

さ
る
こ
ご

を
、
触

り
に
鮮

明

に
漱

ゆ

る
の
事
實

は
、
看
過

せ
ら
れ

な
り
、「
民
主

制

は
之

を

ヂ

マ
ゴ
　

グ

唱

ふ
る
奸
雄

の
、
不

誠
實

に
よ
り

、
革
命

に
階

み
る

の
虞

最
多

し
、
蓋

し

一
部
は
財
産
家

に
封
ず

る
反

射
論
を
鼓

吹

し
、

一
部

は
之
に
謝

す

る
庶
民

の
反
抗
を
、
煽
動

す
る
こ
と
に
よ
り

、好

雄

は
庶
民

を
結

束

せ
し
む

る
に
至
ろ
、

與

に
共

に
懐

け

る

】
恐
怖

あ
ら
は
、
不
倶
戴

天

の
仇

敵

さ

へ
も

、

一
致

せ
し
む

る
習

ひ
な
れ

は
な

り
」

ご
は
、
今

の
學
者

を
待

つ
迄
も

な
一

、
ア
リ

ス
ト

ー
ト

川
に
よ

り
千
古

の
昔

に
、
喝
破

せ
ら
れ
し
事
實

た
り
、
(政
治
論
第
五
編
第

五
章
蓼
聾

「
個
別

の
公
民

も

、
政
治

上
童
ん
す

へ
き

て

ご
に
付

、
客
　観
的
表

露

を
授
け
得

さ
る
限
り
、
民
主

制
は
依

然

ざ
し

て
是

認
及
非
認

の
軍
純

語
句
に
過

ぎ
さ

る

へ
し

、
全
職
民

主
制

の
最
大
危
険

て
す

へ
き

は
、
民
衆

中
充

分

に
啓
畿

さ
れ

さ
る
分
子

の
、、
傍
若

無
人

な

る
行
動

に
あ
ザ
」

ε
評
せ

る
者

は
、
寧

ろ
時
弊
を
洞
被

せ
リ

ピ
す

へ
き

に
似
な
り

、
事
賓

上
自
由

主
義

は
国
家
及
砒
會

に
於

て
、
公
民

を
自
由

な
ら
し

め
し
も
個
人
を

し
て
敷
會

叉
は
偏

見

の
梨

肘

に
委

ね
し

め
、
野
鄙
な

る
邪
欲

及
粗
野
な

る
無

知

の
、
奴
隷

な

る
こ

ご
に
放
縦

な
ら
し

め
セ
リ
、
か

く

て
公
艮
中

の
紳
士
階

級
に
於

て
も

、
屡

道
徳
標
準

の
失
墜

起
り

、
人

々

の
威
信

ε
公
民

道
徳

ご
を

、
著

し
く
傷

け
.

諦

観

　肛
會
の
撚
…絆
力

第
九
巻

(第
五
號

二
王
)

山ハ三
九
.



論

説

計
會
の
鵬
絆
力

.

錨
九
巻

(錐
五
號

三
八
)

大
叶
o

た
り
ご
す
へ
き
も
の
あ
り
、
鍛
界
俗
界

の
好
雄
に
よ
り
、
導
か
れ
穴
る
無
知

の
俗
衆
は
、
獲
得
し
得
た
る
勢
力
に

よ
り
、
文
化

の
邉
ル
ビ

、
国
民
的
国
家

の
存
在
竃
を
、
大
に
危
う
か
ら
し
め
ん
ε
†
る
に
至
れ
b
。

、

.

風
俗

の
魔
力
を
、
益
々
葬
肱
来
る
に
至
り
し
、
第
二
の
肚
會
的
饗
化

は
、
所
…謂
第
四
階
級
民
を
移
し
く
生
せ
し
.

こ
と
な
り
、
同
階
級
民
は
諸
古
階
級
民
の
一
祖
先
塩
墓

の
地
よ
b
引
離

さ
れ
、
寄
方
な
し
に
輓
近
生
活
に
投
げ
こ

ま
れ
た
り
、
そ
の
外
雀
憂

ふ
へ
き
経
済
的
不
安
に
襲
は
れ
、
特
生

の
秩
序
及
安
固
を
、
全
う
す
る
こ
ε
難
き
に
至

れ
り
。

第
三

の
璽
化
ε
し
て
、
絶
え
ざ
る
攣
動
を
蒙

る

へ
き
、
莫
大

の
民
衆

を
、
大
都
市
に
蟻
集

せ
し
め
た
る
か
た
め

に
入
は
公
共
的
榮
轡
心
の
涵
養
ご
、
隣
人
及
階
級
仲
間
に
よ
る
監
督

ε
を
脱
却

し
て
、
猷
曾
的
に
零
落

し
、
輓
近

の
流
浪
生
涯
に
就
き
て
、
道
義
上
荒

み
果
て
た
り
、
萬
人
は
互
に
不
和
に
し
て
無
頓
着

な
る
、
個
人
籏
櫻

の
間

に

葬

り
去
ら
れ
、
享
樂

ピ
刺
戟

ε
に
富
め
る
、
・大
都
市
生
活
の
渦
中
に
捲

き
込
ま
れ
、
貧
蜜
老
幼

の
別
な
く
、
そ
の

替
生

に
つ
き
救
治

す
へ
か
ら
さ
る
煩
悩
及
迷
夢

に
悩
ま
さ
れ
、
金
は
萬
能
な
り
、
意

の
欲

す
る
所
許
さ
れ
さ
る
な

き
を
標
語
と
せ
る
唯
物
主
義
的
偏
理
概

の
減
飢
的
迷
信
に
陥
る
り
、

一
部

の
過
劇
思
慾
家
は
、
暴
力
に
訴
べ
て

現
経
済
界

の
根
本
秩
序
を
打
破
す
る
も
伺
可
な
b

と
す
る
の
、
け井
倫
理
的
唯
物
主
義
を
唱

へ
て
又
實
行
ず
る
に
至

れ
b
。

是
等
の
三
大
攣
邉

は
亀
そ
の
他

の
諸
事
由
偶
合
は
時
代
文
學

の
影
響
`
相
待
ち
て
、
風
俗
の
羈
絆
力
を
薄
ら
か

し

ご



1
.

,

.

し
必
た

る
の
み
な
ら
す
、
個
人
及
就
會
盤
活
こ
の
關
係
上
、
同
様

な
る
輕
歴
を
踏

み
、
叉
風
俗
の
強
磨
に
交
互
の

影
響
を
及
ぼ
せ
る
二
種
一の
威
力
あ
り
。

.

昔
時
に
ゐ
b
て
ば
、
耽
會
的
衝
動
及
本
能
は
、
凝
化
せ
ら
れ
て
国
風
及
階
級
習
俗
を
な
せ
る
以
外
に
、
敏
界
及

俗
界

の
威
力
あ
り
、
青
年

の
生
存
に
、
寄
方
及
訓
戒
を
授
け
.た
り
。
特
に
激
會
宗
敏
政
治
て
ふ
、
有
力
な
る
外
部

形
式

に
組
織
さ
れ
し
激
界
の
威
力
は
、
特
に
死
後

の
罰
及
報
ひ
て
ふ
懲
浩
浩
に
よ
り
、
曾
て
青
年
の
心
情
に
、
有

力

な
る
影
響
を
及

ぼ
し
な
り
、
国
家

の
法
制
及
刑
罰
椹
か
、
街
極
め
で
不
完
全
な
り
し
常
職
に
あ
h
て
は
、
牧
師

は
國
内
を
遍
歴
し
、
肚
會
及
風
俗
に
悖
れ
る
虚
爲
に
謝
し
て
も
亦
、
何
庭
に
て
も
嚴
密

な
る
懺
悔
を
科
し
起
り
、

然
る
に
激
會

の
威
力
に
よ
れ
る
、
か

、
る
道
義
的
訓
化
及
塵
罰
の
力
は
、
そ

の
威
力
に
頼
り
し
精
神
の
、
成
熟
及

思
惟
力
を
増
す
ご
共
に
、
.金

々
毀
損
せ
ら
る
＼
の
外
な
か
り
き
、
弛
処
し
そ
の
威
力

は
全
部
超
自
然
的
な
る
組
織
及

功
験
に
封
ず
る
無
邪
氣
な
る
盲
目
的
信
仰
を
、
土
塁
こ
し
穴
る
も
、
か
・
る
信
仰
は
、
評
論
及
學
問

の
時
代
、
時

に
外
部
の
強
制
方
便
か
、
盆
か
衰

へ
行
く
際
に
は
、
屡
々
震
撼

せ
ら

る
へ
き
を
以
て
な
り
、
加
之
基
督
激

の
定
激

的
信
僚
に
俘

へ
る
道
徳
論
為
亦
威
力
を
殺
か
れ
つ
、
あ
り
、
現
今
多
数
の
有
激
育
者
、
無
敏
育
者
は
、
學
問
上
そ

の
信
係

の
維
持
す

へ
か
ら
さ
る
を
想
ふ
と
共

に
、
彼
等
の
な
め
に
設
け
ら
る
Σ
そ
の
道
徳
訓
も
亦
、
没
落
に
蹄
せ

り
せ
の
意
見
を
持
す
、
か
く
て
叉
西
洋
諸
国
民
の
精
聯
的
道
徳
的
生
活
に
は
、

一
大
危
険
を
生
し

つ
》
あ
b
、
人

ア

シ
イ

ヴ
ソ
カ
　

或

は
之
を
防

か
ん

と
し

て
特
殊

の
信

仰
強
制
を
以

て
せ

ん

と
し

、
或

は
自
由
思
惟
論
者

の
問

に
も
亦

、
窺

は

る

Σ

偽
善

を
以

て
せ
ん

こ
す

、
さ
れ
芯
法
律
上
研
究

及
冥

一6

の
自
由

、承

認

さ
れ

な

る
時
代

に
あ

り

て
は
、
有
力

な

る
信

論

諭
皿

「肛
會
の
羇
絆
力

第
九
巻

(第
五
號

二
七
)

六
四
}



、

論

説

愈
愈
の
羈
絆
力

第
九
谷

(
第
五
號

二
人
)

六
四
ニ

イ
ヒ

リ
ケ

仰
強
制
は
最
早

一
般
に
貫
徹
し
得

へ
ぎ
に
非
す
、

「
云
分
の
嘘

い
.は
ぬ
者
も
稀
な
り
、
大
か
た
の
遁
れ
方
は
虚
病

.
ヤ

誼

o

(洋
垣

な

る

へ
し
、
律
義

な
る
者

を
ぱ

、
夜
暮

ご
異

名
し

悪
所

に
馴

れ

な
る
活

を
ば
、
粋

と
異
名

し

て
賞

翫
す
」
「
悪

ヘ

ヤ

ヤ

も

う

モ

ヤ

ロ
せ
ら
れ
て
も
腹
を
立
て
戯
を
、
す
れ
血
.、
.し
ゃ
れ
穴
ε
轡
め
吹
聴
す
」
(常
磐
貞
碕
民
家
童
蒙
解
中
の
所
直

る
か
如
き

偽
善
は
、
文
明

の
世
特
に
都
の
生
活

に
は
、
嚢
達
し
易
き
所
、
叉
智
慧
を
増
す
に
從
ひ
、
爾
善
を
行
ひ
つ
Y
爲
善

を
隠
蔽
す
る
の
道
に
、
長
レ
得

へ
し
ε
観
す

へ
き
事
由
め

る
も
、
そ

の
偏
善
ケ
趾
ち
思
惟

の
自
由
を
坦
て
、

一
層

値
打
あ
る
精
神
上

の
事
功

ε
、
想
ふ
の
勝

れ
る
に
如
か
す
。

激
會

の
威
力
昌
ん
に
、.
そ
の
力
を
振
ふ
の
根
本
條
件
、
換
言
す
れ
は
、
そ
の
超
自
然
約
諾
力
に
封
ず
る
信
仰
、

益

々
薄
ら
き
た
る
事
實
以
外
に
樹
鍛
會
を
し
て
、
輓
近
個
人
生
活
及
公
衆
生
活
の
秩
序

を
保
全

下
る
の
能
力
を
喪

は
し
む

へ
き
二
事
由

と
し
て
、
場

へ
得

へ
き
も
の
あ
b
、
歴
史
の
繹
験
上
、
轍
會
か
そ
の
高
俗

な
る
使
命
、
帥
ち

基
督
激
国
民

の
道
徳
的
訓
育
を
行
ふ
黙
に
、、
正
賞

の
忠
誠
ε
相
當

の
功
績

ε
を
示
せ
る
は
、
稀
な
る
を
激

へ
、
叉
信

心
最
も
厚

か
り
し
諸
国
域
及
諸
時
代
は
、
必
ず
し
も
最
も
有
能
叉
有
徳
な
り
し
ご
す
る
を
得
す
、
國
民

の
措
導
者

允

る
へ
き
激
會
は
、
青
年
子
弟
を
精
神
的
道
徳
的

に
、
向
上
せ
し
め
高
何
な
ら
し
む
る
よ
り
も
、
盲
信
的
群
衆

の

支
配
及
掠
奪
に
當
れ
る
を
傳
ふ
ろ
は
、
そ

の

一
事
由
な
り
、
次
に
榊
聖
な
る
経
典
中
に
現
は
れ
六
る
激
會

の
威
力

は
そ
の
信
者
に
謝
し
て
さ

へ
も
、
複
雑
な
る
輓
近
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
付
、
正
常
な
る
訓
戒
を
授
く
る
の
方

便
を
有
せ
す
、
死
後

の
永
邀
撃
脳
を
、
最
高
の
生
存
目
的
幌
せ
る
基
督
漱
道
徳
は
、
實
際
的
に
し
て
又
国
民
的
訓

.

へ
・し
し
て
誘
か
れ
た
る
、
誓
約
聖
書

ε
關
…係
あ
る
に
係
は
ら
す
、
現
世

の
實
際
生
活
に
關
す
る
規
則
は
、
軽
微
に



＼

P

過
ぎ
す
、
教
化
さ
れ
だ
る
大
國
公
共
膿
の
職
分
、
現
世
界
強
国
存
立

の
計
、
及
{佇
立
形
態
に
閲
す
る
規
則
ば
、

一

層
尠

し
ご
せ
ら
る
、
か
く
て
叉
敏
會
基
督
漱
的
道
徳
か
、
眞
に
そ
れ

の
み
而
も
亦
完
全
に
守
ら
れ
た
り
こ
せ
ん
か

カ
ー
ラ
イ
ル
か
思
惟
せ
る
如
一
、
歓
洲
を
化
し
て
、

一
の
西
洋
西
藏
た
ら
し
む

へ
く
、
西
洋
諸
国
民
は
そ
の
精
神

的
、
道
徳
的
、
技
術
的
諸
力
を
完
全
に
使
用
す
る
に
至
ら
す
、
自
然

の
村
導
為
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
世
界
住
民
に

封
ず
る
超
越
も
、
遂
げ
得
さ
り
し
な
ら
ん
、
軍
う
そ
の
反
封
に
国
民
的
痴
鈍
及
懶
惰
に
沈
慶
し
、
ま
か
ひ
な
き

一

達
頼
劇
瞭

の
手
に
握
ら
る
、
、
激
界
俗
界
の
二
重
専
制
主
義

に
よ
り
、
誅
求
せ
ら
れ
不
具
ε
ざ
れ
し
顛
ら
ん
、
.欧

洲
諸
国
民
を
し
て
今
日
目
撃

さ
う
る
か
如
き
、
開
化
、
、激
化
及
嘔
吐

の
程
度
に
達

せ
し
め
允
る
も
の
は
、
信
仰
及

新
禧

に
非
す
し
て
、
思
惟
及
行
動
に
あ
b

.・
服
従
及
恭
順
に
非
す
し
て
、
自
由

の
努
力
及
そ
の
敏
活
に
存
し
授
り

ご
諭
せ
ら
る
、
論
旨
聯
か
酷

な
る
黙
あ
り
だ
す

へ
き
に
井
る
や
、
特

に
比
熱
に
付
、
西
洋
諸
国
を

一
律
に
論
評
し

去
る
を
得

へ
き
や
、
基
督
の
敏
儀
及
敏
界
の
事
實

に
通
せ
さ
る
身

こ
し
て
、
之
を
断
ず
る
を
憚

る
ε
難
も
、
漱
界

の
威
力
も
風
俗
同
様
、
西
洋
諸
国
民

の
精
神
及
戚
情
に
つ
き
、
従
前

の
如
き
無
限
の
支
配
力
を
有
せ
さ
る
に
至
り

し
事
實
は
、
認
ふ

へ
き
に
あ
ち
す
、
比
熱
に
つ
き
そ
の
昔
」
牢
民

の
初
等
敷
料
書
中
に
、
生
死
命
無
常
。
早
可
願

涅
槃
。
煩
悩
身
不
浄
。
速
可
求
菩
提
ε
の

一
旬
を
挿
み
得

な
る
も
、
今
や
そ
の
漕
粋

な
る
幾
多
脛
典
中
の
隻
語
を

も
小
學
生
徒
に
必
備
せ
し
む
る
の
機
會
を
失

ひ
し
、
我
国
佛
敷
少
く
と
も
僧
侶
に
聞
し
、
同
様
な
る
考
察
を
下
し

得

へ
き
か
如
し
と
雌
も
、
吾
人
は
今
故
意

に
之
を
避
け
、
軍
に
近
日
興
味
を
以
て
讀
み
し
、
伯
州
名
跡
志
中
略
西

北
大
報
恩
寺

の
、
創
建
記
事
の

一
節
を
引
き
置
か
ん
ご
欲
す
、
曰
く

論
.
設

肚
會
の
禰
絆
力
.

第
九
巻

(第
五
號

二
九
)

六
四
三

」

㌧



輪

読

肚
會
の
薦
総
力

第
九
巻

(第
五
號

三
9

六
四
四

承

久
三

(
一
一
…三

)
年
假
構

二
小
堂
の
安
二
一
佛
十
弟

子
像

4
貞
懸

こ
二

一
三

三
)
年
欲

レ
建
二
天
堂

幻
所

レ
請

人
光

シ
ケ
ヵ
ホ

柱
者
無

レ
所

レ取
レ
材
。
實
閾

典
也

。
衆

工
撲

レ手
未

二
如

・芝
付
↓
時
掻
傷

尼
崎
有
τ
商

レ材

口
二成

金

一者

知
得

一二

異
夢

司
金

色
白
尾

老
杜
多
。
昔

日
我

洛
陽
北
限
見

レ創

二精

舎
鱒
汝
所

レ藏

亘
材

。
有

不
可
二
以
爲
二
大
光
柱

H者
㎞

爲
・
我
沽
・諸
、
成
金
許
諾
。
乃
以
・
大
報
恩
寺
昆

劇
・其

木
頭

而

去
。
畳
後
幅
レ之
。
印
交
凝
然
。
成
金
戚

歎
不
レ己
。
入
ン洛
講
レ
之
乃
千
本
大
報
恩
寺
也
。
事
典

卜夢
吻
合
。
夢
中
老
杜
多
十
弟
子
。
第

一
韓
者
摩
訶
抛

棄
也
。
容
貌

一
難

レ差
。
成
金
不
レ勝
二
喜
曜
叩
所

レ諾
之
材
悉
乗
地
焉
.
於
レ
甚
大
堂
不
日
而
成
。

シ
ゲ

ゐ
ホ

ε
、
近
年

成
金

は
輩

出

せ
り
ε
雌
も

、
夢

に
罷

り
で

一
大
寄
捨

を
、

な
さ
ん

と
す

る

の

「
成
金

は
出

て
さ
る
に
似

た
り

、
兎

に
角

そ

の
胤

て
さ
る
は
、
時
勢

の
攣

に
よ
る

ご
謂
ひ
得

へ
け

ん
も
、
別

に
又
砒
曾
的
意

識

に
箆

醒

し
・

ツ
ジ
カ
ボ

向
日

の
思
惟
及
行
動
に
騙
ら
れ
、
肚
會
的
大
供
養

に
當
る
の
成
金
輩
出
は
、恰
も
時
勢

の
要
求
す
る
所

に
非
る
か
。

昔
時
に
あ
り
て
は
、
漱
界

の
威
力
以
外
に
、
屡
諾
階
段
に
分
れ
し
俗
界
威
力
み
り
、
自
由
検
束
及
幼
稚

の
時
代

に
あ
り
て
は
、
之
に
よ
し
て
国
民
生
活

の
秩
序
を
保
ち
、個
人
を
強
要
し
て
肚
會
企
鵤
の
利
金
に
資

せ
し
め
た
り
、

家

に
あ
り
て
は
強
大
な
る
家
長
灌
認
め
ら
蜘
、
之
に
.よ
ら
て
妻
子
及
僕
婢
を
、
厳
格
な
る
規
律
秩
序
に
從
は
し
め
た

b
、
こ
の
目
的
上
家
長
は
、
妻
及
使
用
人
に
糊
し
て
も
亦
、
多
少

の
懲
戴
擢
を
有
し
な
り
、
工
業
界
に
於

て
、
徒

.弟

及
職
人
に
謝
し
、
立
入
り
た
る
権
力
を
有
せ
る
者
は
、
主
人
だ
り
、蕾

に
そ
の
職
業
上
に
於
け
る
の
み
な
ら
す
、

そ
の
金
管
生
上
之
に
服
従
し
穴
b
、
田
舎
に
あ
b
て
は
、
地
主
そ
の
他

の
人
々
、
畏
敬

さ
れ
π
る
俗
界
威
力
を
代

表
せ
る
あ
b
、
都
市
に
あ
わ
て
は
選
出
さ
れ
た
る
有
司
あ
り
、
嶺
に
市
民

の
公
生
涯
に
っ
き
て
の
み
な
ら
す
、
そ



!

の
私
生
涯

に

つ
ぎ

て
も
亦

、
幾
多

の
…腋
密

な
る
規
定

に
よ
り
、
之
を
規
律

し
た
い

〔衣
服
令
、
㍊
祭
令
、
轡
移
令
等
)
幾
多
.

の
小
「
生
人

」
以
上

に
叉
之

ご
共

に
、

㎝
嚴
夫

の
如

く

、
そ

の
無
制
限

の
意
志

に
從

ひ
て
、
国
土
国

民
を
統
治

せ
る

専

制
君
主
あ
り

、
唯

古
家
此
強

に
付

、
帝
範
文
臣
軌

・し
し
て
、
吉
明
叉
躬
行

せ
ら
れ

π
る
所

、
東

西
そ

の
揆
を

一

に
.せ
す

と
す

へ
き

も
の
あ

る
か
如

く
、
・
此
主
張

に
つ

き
て
は
、
黒
八日
評
論

の
機
曾

を
得
ん

ご
欲

す

ご
錐

も

、
兎

に

る

・
角

君
主
慈

仁

な
ら
す
、
徒

ら
に
威

を

弄
し
て
、
公
衆

の
嘔

吐
を
顧

み
さ
り
し
事
例

、
東

西
共

に
鮮

か
ら
す
。

・さ
れ

ご
激
化
.の
増
進

こ
共

に
、
益

々
強

大

こ
な
れ

る
猫

立
自
由

の
熱

愛
、
鋭

敏

な

る
自

己
戚

念

は
畳
醒

せ
ら
れ

.

か

く
て
輓

近

の
人
は

、
羅
純

献

る
外
部
威
力

の
専
横

に
謝

し
、
盲

目
的

に
服

従

す
.る
.を
潔

し

ど
7せ
さ
る
に
至
り
、

外
部
権

力
方

便

の
穴
め

に
、
正

常

な

る
要
求

の
抑
塵

を
迫
ら
れ
、
又

そ

の
人
格

の
自

由
啓
独

を
妨

げ
ら

る

＼
こ
ξ

を
、

忍

ひ
す

と
す

る
に
至
れ
り

、
今
人
猫

立
研
究

心

の
醗
波

ご
す

へ
.き

翫
解
析

過
密

を
以

て
、
道
徳
上

の
時
弊
危

醐

ε
し
な

る

一
論
者

の
如

き
、

論

し
・て
曰
く

、
「
科
墨
女

學

の
研
究
者

に
、
特
殊

の
誘

葱

ε
な
れ

る
は
、
所
謂
批

評

心

の
啓

獲

な
り

、
.評
冒
す
れ
は

、
知
識

攻
學

知
畳

に
駆
ら
れ

さ
る
熱
中

は
、、
そ

の
如

何

な
る
形
式

に
よ

る
や
を
問

は

す
、
凡

て
之

を
寛
仮

せ

さ
ら

ん

と
す

る
、
科
學
的

法
則

の
意
識

は
撚

り
、
そ

の
意
識

は
精
微
鋭
敏

な

る
か
な

め

に
、
各

思
想

及
.感
情

の
流

露

に
し

て
、
自

家

の

標
準

こ

一
致

せ
さ

る
も

の

＼
.
誤
謬
指

摘

及
不

覚
假

に
替

り
易

し
、
」
.そ

の
精

帥
は
「
常

に
否
定

す

へ
き
精

神

な
り
、
諸
徳

に

つ
き

て
は
、
籍

口
あ
b

こ
す
る
以
外

に
何
物
を
も

見

す
、
人

の
高
潔

な
る
希
望

及
信

仰
に
.つ
き
て
は
、
之

を
妄
想
脱
す

る
以
外

に

、
何
物

を
も

見

さ
る
粧
飾

な
り
、
此
、

冷
酷
な

る
疑

栽

は
、
進

み
行
く

知
識

に
.律

ふ
影

な
り
、
時

こ
し
て
は
そ

の
知
識

の
長
所

を
も
取
去

り
、
吾
人
を
し

論

説

殖
、會
の
禰
絆
方

策
九
巻

(第
五
號

三
ご

六
四
五

＼

　.



論

説

杜
曾
の
羈
絆
ガ
.

第
九
巻

〔第
五
撹

三
二
)

大
四
六

て
恰
も

古
代

の
軍
純

な
る
信
條

.
及

孤
疑

せ
さ
る
本

能

を
求

め
し

む
る
に
至

る
」
と
、
か
く
観

し
來

ら
ん
か
、

一
般

に
思
惟

す

へ
き
人
は

、
全
¢
何
等

の
威
力

を
認

む

る
能

は
す
、
否

認

む
る
を
徴

せ
す

ご
す

へ
き

か
如

き
も
、
そ
は

然

ら
す

、
唯
昔
時

の
人
は
、
各
種

外
部
威
力

の
前

に

、
而

も
亦

そ

の
贋
値

な
き
も

の

、
前

に
、
蹄

依

し
て
盲
目

な.

b
し
も

、
善
智
有
徳
.の
人
格

は
、
そ

の
本
質
奴

力
よ

り
す
る
も

、

そ
の
命
令

及
行
動

に

つ
き
て
も
、
智

徳
兼
備

ホ

へ
き
、

一
威
力

の
前

に
の
み
從
順

な
る

へ
し
。

そ
は

外
部
威
力

に
謝

す

る
畏
怖

を
俘

ふ
、
盲

目

の
奴
隷

的
服
従

た

ら

す
、
善

智
有
徳

の
人
文
砒
會
秩
序

の
曾
微
承

認

に

基

づ
く
.
自
由
韓

重
有
意

の
逡

守
た

る

へ
し
、
智

徳
共

に
啓

期

さ
れ

な

る
、
萬
人

の
自

決
自
裁

は
か
く

て
達

せ
ら

る

へ
く
、
盲
目

な

る
偏
見

、
氣

狂
れ

、
専
横

は
、
最
早

そ
の

へ

じ

ド

高
位
及
威
嚴
を
保

つ
を
得
す
、
高
徳
叉
聰
明
に
し
て
、
他
人
及
公
衆

の
た
め
に
す

へ
き
献
身

の
み
、
そ
の
威
力
を

保

つ
に
至
ら
ん
。

ξ

.

「

要
す
る
に
葛
吐
曾
の
鶴
絆
力
芒
し
て
有
力
な
b
し
、
風
俗
、
漱
界
俗
界

の
威
力
ぱ
薄
ら
ぎ
行
か
ん
`
し
、
精
神

上
物
質
土
の
生
活
事
情
、
政
治
土
瓶
曾
上
経
済
上

の
諸
事
情
璽
り
て
よ
り
、
そ
の
影
響
は
～
地
方
艮
町

に
も
、
盆

・
盆
強
大
に
窺

は
る
。
而
し
て
そ
の
濫
蓮

を
阻
止
せ
ん
こ
す
る
に
は
、
自
由
の
あ
ら
ゆ
る
招
来
励
、
詳
言
中
れ
は
學

　

校

、
學

周

、
技
術

、
私
権

、
.交
通
自
由

、
糠

業

自
由

、
出
版

自
由

等
を

、
根

本
的

に
磨

す

る

の
方
法

に
、
出

つ
る
.

の
外

な
し

、
さ
れ

ご
此
途

に
出

つ
る
は

.
現
在

の
企

開
化
滅
却

ピ

、
そ

の
意
義

を
回
し
う
す

へ
き

も
、
そ

の
全
開

ノ

化
な
き
忙
至
ら
は
、
軍
に
現
在
人
口
を
養

ふ
こ
ご
さ

へ
、
不
可
能
な
る
へ
く
、
叉
欲
求
及
生
活
事
情
を
、
昔
時

の

…燗
朴
不
便

に
引
涙
す

の
要
あ
る

へ
し
、
か
く
て
逆
輻
す
る
熊
は
す
、
『甥
独
文
細
.心
K
自
身
思
慮
ル
、
白
映
泊
識

す

げ

E



る
の
時
代
に
進
む
の
外
な
か
る

へ
く
、
又
こ
の
新
時
代
の
止
め
に
、
聰
明
、
濁
立
、
有
爲
だ
り
、
詳
言
す
れ
は
意

識

ご
自
由

ご
を
以
て
、
自
己
の
義
務
を
充
血
す

へ
き
、
適
慮
能
力
あ
な
人
格
を
要

ず
へ
し
、
蓋

し
自
由
は
思
惟
す

へ
く
、
自

己
の
職
分
を
観
念
し
得

へ
き
人
に
ε
り
て
は
、
無
羈
束
放
逸
を
意
味
せ
す
(
寧
ろ
個
人
生
活
團
艦
生
活

の
、
有
機
的
胤
會
的
規
則
を
～
意
識
的
有
意
的

に
守
る

へ
き
こ
ε
を
意
味
す
れ
は
な
り
。

四

`

■
.

轟

吾
人
は
曾
て
思
想
問
題
の

一
端
を
諭
し
、
義
務

、
犠
牲
秩
序
を
忘

れ
拠
る
民
本
自
主
論
ご
共

に
、
人
格
の
酋
重

な
き
封
建
的
犠
牲
鐸

論
を
誡

め
、
舞

眼
三
五
八
青

照
種

・
の
機
會
に
同
様

警

主
張
を
繰
返
し
な
り
、本
編
前

段
に
於
て
、
風
俗
の
本
質
を
諭

し
、
特
に
そ
の
経
済
上
に
於
け
る
力
を
説
け
る
は
、
以
て
軽
佻
孚
知
の
民
本
論
者

を
し
て
、
反
省
す
る
の
料
た
ら
し
め
得

へ
く
、
後
段
風
俗
否

一
般
に
嘗
計
…會
羈
絆
力

の
、
弛
屡
を
説
け
る
.所
、
我

邦

の
特
殊
事
情

を
評
論
…せ
る
も

の
に
非
す
ε
難
も
、
偶
々
曹
來
の
外
部
威
力

に
依
.懶
し
て
、
秩
序
.を
保
な
ん
ご
す

る
者

の
、

一
考
を
求
む
る
に
足

5
ん
、
而
し
て
前
記
新
時
代
に
向

ふ
の
進
運
、
真
面
目
に
そ
の
歩
を
進
め
得

へ
き

や
は
、
極

め
て
興
味
あ
る
問
題
拠
り
、
從
前

の
鷹
絆
力
よ
り
繹
放
せ
ら
れ
、
放
縦
無
覊
束
に
流
れ
て
そ
の
道
を
誤

り
、
分
裂
及
淪
落

の
底

に
陥
る
ら
さ
る
へ
き
か
、
今
人
を
し
て
個
人
生
活
及
民
衆

生
活
に
付
、
前
ご
同
様
否

一
思

頁
好

猛
る
秩
序

を
遂
げ
し
む

へ
き
、
新
支
柱
新
.揮
拝
を
備
は
ら
し
め
得

へ
き
か
、
之
を
適
當
に
解
決
し
得

へ
き
や

は
、
恰
も
亦
吾
等
現
代
に
庭
す
る
者

の
験
め
さ
れ
つ
、
あ
る
所
、
之
か
研
究

に
つ
き
て
は
、
恰
も
亦
東
洋
.思
想
に

よ
り
啓
捜
す

へ
き
も
の
あ
る
を
想

ふ
も
、
之
か
論
説
を
他
日
に
.譲

る
。

論

説

社
倉
の
爾
絆
力

、

第
九
巻

(第
五
號

三
三
V
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七
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